
一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会 

プライマリ・ケア認定薬剤師研修会 

「味覚異常への漢方療法」 

「医薬品の販売制度に関する検討会とりまとめ」 

（2024年 10月 6日 日曜日【午後】）オンライン開催案内 

【一般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会は日本医学会の第１０９分科会です。そして、プライマリ・ケア認定薬剤師

制度は公益社団法人薬剤師認定制度認証機構（CPC）から「特定領域」の認定制度としての認証（認証番号 P02）を取得いた

しております。】 

 前半：味覚障害は亜鉛が不足すると細胞分裂のターンオーバーが遅延することや、酵素の活性が低下し、

味覚神経応答が低下することが報告されています。心因性や精神疾患性に対しては安定剤や抗うつ薬、漢

方などを用いて治療、また精神科や心療内科をご紹介します。今回は味覚障害への漢方薬に関してお話し

さていただきます 

 後半：医薬品の安全かつ適正な使用を確保するとともに、国民の医薬品へのアクセスを向上させる観点

から、現行の医薬品販売制度の課題について議論を行ったので、本講演ではその議論の内容を概説したい。 

今回は新型コロナウイルス感染症の拡大を考慮し、ZOOMを使ったオンライン研修会とさせて頂きます。研

修に参加するには、一人一台のインターネットに接続可能な PC（カメラとマイク付き）、またはタブレッ

トが必要となります。スマートフォンでの参加はご遠慮願います。

（細則による必須領域：A,H,I）

要 項 

１ 主    催 一般社団法人 日本プライマリ・ケア連合学会 

薬剤師部会研修担当 

２ 研修期間 2024年 10月 6 （日） 【午後】 13：20～16：30 

３ 研修会場 

Zoomを利用したオンラインでの研修会になります。お申し込みで入力したメールアドレ

スに配信URLを送付いたしますので、開始時間になりましたら、そのURLをクリックし

て研修会にご参加下さい。研修会終了後、グーグルフォームへのアンケートに当日中

にご回答下さい。

４ 認定単位 薬剤師：2単位（認定薬剤師単位）、医師：1.5単位（更新のための単位） 

５ 受講資格 薬剤師、医師、歯科医師、看護師、医療職、医療関係者 

６ 定員 80名（ 講義形式 ） 

７ 受講申込 

締め切り：2024年9月 20日午後5時 

ホームページからの申込による先着順となり、定員になり次第締切ります。

電話、ファクシミリ、メールによる申込は受付けておりません。

８ 受講振込 申込書を受信後、順次ご入金方法についてご案内させていただきます。 

※ 指定期日内にお振込みの確認ができない方は、キャンセル扱いとなりますのでご留意願います。

９ 受講料 5，500円 但し、日本プライマリ・ケア連合会会員は 4，000円 

※ 受講料入金後のキャンセル又は欠席の場合、原則として受講料の返金はできません。

申し込み先 ： 日本プライマリ・ケア連合学会事務局担当係プライマリ・ケア認定薬剤師研修会事務局 

〒550-0001大阪府大阪市西区土佐堀 1-4-8 日栄ビル 703A 有限会社あゆみコーポレーション内 

TEL：06-6449-7760 FAX：06-6441-2055



プログラム 
2024年 10月 6日（日曜日）                     

13：20～14：50 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「味覚異常への漢方療法」                            

講師：王 宝禮 

 

（研修内容） 

 

味覚障害は亜鉛が不足すると細胞分裂のターンオーバーが遅延することや、酵素の活性が

低下し、味覚神経応答が低下することが報告されています。したがって、細胞の障害が疑われ

た場合は、原則、亜鉛内服療法を行います。鉄不足には鉄剤を、ビタミン不足にはビタミンを補

充することで速やかに治ることも多いです。原因となる薬剤の中止や全身疾患のコントロール

をすることが必要ですが、中止できない薬剤であったり、コントロールが困難な全身疾患も多

いです。原因が特定されない味覚障害には、漢方を用いて治療を行います。また、心因性や

精神疾患性に対しては安定剤や抗うつ薬、漢方などを用いて治療、また精神科や心療内科を

ご紹介します。今回は味覚障害への漢方薬に関してお話しさていただきます。 

 

（ 細則による必須領域  A,H ） 

14：50～15：00 休憩 

15：00～16：30 

 

「医薬品の販売制度に関する検討会とりまとめ」  

講師：亀井 健太郎 

 

（研修内容） 

 

 近年、情報通信技術の進歩、ＯＴＣ医薬品の活用といったセルフケア・セルフメディ

ケーションの推進、新型コロナウイルス感染症の影響によるオンラインを通じた社会

活動の増加、インターネットやＳＮＳ等によるなど一般用医薬品の濫用等の安全性確

保に関する課題が新たに生じるなど、国民における医薬品を取り巻く状況は大きく変

化している。 

医薬品の安全かつ適正な使用を確保するとともに、国民の医薬品へのアクセスを向

上させる観点から、現行の医薬品販売制度の課題について議論を行ったので、本講

演ではその議論の内容を概説したい。 

 

（細則による必須領域  A,H,I ） 

         20分以上の遅刻・早退は原則単位になりませんのでご注意ください。 

【講師紹介】 

氏名 ：王 宝禮（医師） 

所属 ：大阪歯科大学歯学部 教授 

 

氏名 ：亀井 健太郎（薬剤師） 

所属 ：厚生労働省医薬局 

 

 




